
石岡市議会 第９回議会報告会 

報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．議会報告会の概要 

(広報委員会副委員長挨拶・議長挨拶) 

Ⅱ．配布資料 

 Ⅲ．質疑応答・意見交換について 

 Ⅳ．アンケート調査結果 

Ⅴ．会場の様子（写真） 

 Ⅵ．総括 

 

石岡市議会：議会広報委員会 



 

 

主 催  石岡市議会 

 

開 催 日 令和７年１月 28日(火) 

時  間 午後４時～午後５時 30分 

場  所 茨城県立石岡商業高等学校 

参 加 者 34名 

議員の出欠状況（◎：出席 ■：欠席） 
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内 容 

  １．司 会（新田茜議会広報副委員長） 

  ２．開 会（新田茜議会広報副委員長） 

３．挨 拶（関口忠男議長） 

  ４．第一部「議会を知ろう」報告・質疑応答 全議員参加 

（発表：村上泰道副議長） 

５．第二部 各常任委員会 報告・意見交換（◎：委員長 〇：副委員長） 

①総務企画委員会：ふるさと納税について 

◎櫻井茂（発表）、〇鈴木康仁、菱沼和幸、池田正文、 

谷田川泰、飯村一夫、鈴木将史 

      ②文教厚生委員会：新しい保健センターについて 

◎岡野孝男、〇玉造由美、村上泰道、 

小松豊正、中根淳一（発表）、富田雅史（発表） 

      ③産業建設員会：石岡市商工観光事業について 

◎岡野孝雄（発表）、髙野要、関口忠男、 

山本進、新田茜 

６．閉 会（各常任委員会） 

 

議会報告会の準備、運営については議会広報委員会が担当  

議会広報委員会 

委 員 長  川井幸一 

副委員長  新田茜 

委  員  小松豊正、谷田川泰、飯村一夫、中根淳一 

Ⅰ．議会報告会の概要 
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１．開 会（新田茜議会広報副委員長） 

 

議会広報委員会の副委員長を務めております、新田茜でございます。 

本日は、先生方や高校生の皆様方、ご参加してくださりありがとうございます。 

私たち石岡市議会では、平成 28年から市民の方々に向けて、議会報告会を毎年開

催しております。今回が第９回で９年目となりますが、本年度は、例年と異なる形

で開催することとなりました。 

近年、若い世代の方々の選挙の投票率が下がっております。そういった状況の中

で、これから地域を担っていく皆さんにぜひ政治に関心を持っていただきたい、少

しでも議会を身近に感じていただきたいという思いのもと、教頭先生をはじめ、先

生方にご協力をいただきながら、本日、訪問させていただいております。 

この議会報告会が、皆様にとって充実した時間となるように進めさせていただき

ますので、かたくならず、リラックスして参加していただければと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

２．挨 拶（関口忠男議長） 

 

石岡市議会議長の関口でございます。 

本日は、石岡商業高等学校の高校生を対象とした、議会報告会にご参加いただき

まして、誠にありがとうございます。 

また、報告会の会場を快く提供してくださいました、校長先生、教頭先生をはじ

め、教職員の皆様方には心から厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

議会報告会ですが、石岡議会基本条例に基づくものでございまして、議会と市民

の皆様とが情報を共有し、ご意見を議会活動に反映させることを目的としておりま

す。 

昨今、若い世代の政治離れの現状を受けまして、今回、当市議会として初めての

試みとなる、高校生を対象とした議会報告会を開催する運びとなりました。高校生

の皆さんに、政治を身近に感じてもらうとともに、意見交換を通して、議会をより

身近に感じていただければと思っております。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

Ⅰ-2．副委員長挨拶・議長挨拶 
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Ⅱ．配布資料 
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◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

※議会構成は、報告会開催時（令和７年１月２８日）の構成となります

※特別委員会は常設の委員会ではなく、特定の案件を審査するため議会が必要と認め

た場合に設置されます。

山　本　　　進

岡　野　孝　雄

関　口　忠　男

岡　野　孝　男

中　根　淳　一

議　会　構　成

谷田川　　  泰

氏　　名

関　口　忠　男

村　上　泰　道

役　職　名

議　　　長

副　議　長

中　根　淳　一

新　田　　　茜

飯　村　一　夫

川　井　幸　一
議会広報委員会

議会運営委員会

櫻　井　　　茂

新　田　　　茜

鈴　木　康　仁

池　田　正　文

池　田　正　文

鈴　木　将　史

岡　野　孝　男

小　松　豊　正

富　田　雅　史

委　　　　　員委 員 会 名

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総務企画

文教厚生

産業建設

鈴　木　康　仁 菱　沼　和　幸

飯　村　一　夫

（欠員１名）

玉　造　由　美

勝　村　孝　行

村　上　泰　道

中　根　淳　一

岡　野　孝　雄 鈴　木　行　雄

市有公共用地貸借に関
する調査特別委員会

山　本　　　進 櫻　井　　　茂 髙　野　　　要

川　井　幸　一

勝　村　孝　行 玉　造　由　美 岡　野　孝　雄

岡　野　孝　男 池　田　正　文 谷田川　　  泰

谷田川　　  泰

髙　野　　　要

◎印：委員長　　○印：副委員長

小　松　豊　正

山　本　　　進

川　井　幸　一
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石岡市議会 

議会報告会式次第 
 

 

 

 

一、開会 

一、挨拶 

一、第一部「議会を知ろう」全員 

一、第二部 各常任委員会ごと 各教室 

総務企画委員会   報告・質疑応答 

文教厚生委員会   報告・質疑応答 

産業建設委員会   報告・質疑応答 

一、閉会 
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報告会次第

　　1．開会

2．石岡市議会議長挨拶

3．石岡商業高等学校挨拶

4．第１部（全体）

　  テーマ「議会を知ろう」

　  質疑・応答

5．第２部（各委員会ごと）

      委員会報告

      意見交換

6．閉会（各教室ごと）　　　　　　　　　　

―　令和６年度　第9回議会報告会　―

令和7年1月28日（火）午後4時より

茨城県立石岡商業高等学校

主催　石岡市議会

〜　第1部　議会を知ろう　〜

①　議会とは　

③　議会と市長の関係　　

⑤　会議の運営　　

①　議員の定数　　　　　　　

③　委員会構成　　　　　　　　　　　

②　国会と地方議会

④　会議の種類

⑥　市議会議員とは

②　議会構成

１．議会のしくみ

　　２．石岡市議会の概要

　　

１
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２

１．議会のしくみ

　

３

石岡市に住んでいる市民が、自分達のまちの問題などを自分たちで解決すること
を地方自治と言います。

石岡市を市民の皆さんが『住んでよかった！住み続けたい！』と思える、良いまち
にしていくためには、みんなで考え話し合い、決定することが大切ですが、市民全
員が一か所に集まって話し合うことは困難です。そのため市民の代表となる「議
員」を選挙で選ぶことになります。
市民の代表として選ばれた議員は市議会を構成し、市民の皆さんの声をまちづく
りに反映させるため市民生活のさまざまな問題について話し合い、どう取り組んで
いくべきかを決定するところが石岡市議会です。

①　議会とは
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②　国会と地方議会

衆　参 総理大臣

議会 長
内 閣

指
名

大
臣

大
臣

大
臣

大
臣

国　　民 住　　民

選挙選
挙

議 会

4

地方議会
（二元代表制）

国会
（議院内閣制）

③　議会と市長の関係　（１）

　
行 政 主 体

市　長議　会

議決機関 執行機関

住　民

5

8



③　議会と市長の関係　（２）

6

・議案の提出権
・拒否権、再議権
・専決処分権
・議会の解散権

・予算の議決、決算の認定・主要公務員の任命同意権
・専決処分の承認・調査権・長の不信任議決権

市議会で決まった市の仕事をしていくのは、
市長です。市長も市民から選ばれています。
市長は市議会に相談しながら、お互いに協
力して市民が暮らしやすいまちとなるように、
市の仕事をします。

市長

市民

市
民

の
声

を
聞

く
願

い
を

伝
え

る 願
い

を
伝

え
る

税金の使い道（予算）や決まり（条例）などを決める
市の仕事に市民の声を反映させる

税金の使い道（予算)決まり（条例）などを提案する

税
金

を
使

い
仕

事
を

行
う

市議会

④　会議の種類　（１）

　
会議の招集権

招集権は地方公共団体の長にあり、議会の招集や

付議する事件の告示も長が行います。

定例会と臨時会

　会議には、条例に定められた回数開かれる「定例会」と、

　必要がある場合において特定の事件を審議するために

　招集される「臨時会」があります。

※臨時会は、議員が招集請求することもできます。

7
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④　会議の種類　（２）

本会議

委員会

・市政は範囲が広く内容も複雑であるため、委員会を複数設け、　　　　　　
　本会議の予備的な審査や、重要事案の調査を行います。
・「常任委員会」　「特別委員会」　「議会運営委員会」があります。

議案などを審議し、議会の意思を決定する最も重要な会議。　

市政全般に対しての質問を行い（一般質問）、市政の進め方や考

え方を明らかにしたり、提出された議案について説明を受け、質

疑を行い（議案質疑）、意見を述べ、賛成、反対を表明します。

8

⑤　会議の運営
議案の種類

議案の種類 団体意思決定議案 機関意思決定議案

議案の性質 地方公共団体の意思 議会としての意思

主な議案 条例、予算 意見書、決議

議案が議決されるまで

議

　案

　
　
　委
員
会
に
付
託

　議
案
質
疑

　
　提
案
者
説
明 

本会議

採

　決　

討

　論

　質
疑
応
答

　
　執
行
部
説
明

委員会

　採

　決

　討

　論　
　

　
　
　委
員
長
報
告
の
質
疑

　
　委
員
長
報
告

本会議
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⑥　市議会議員とは （ 1 ）

　

10

議員の人数・任期
石岡市議会議員は石岡市に住んでいる市民の中から選挙により選ばれた代表です。
石岡市議会議員の人数は２２人です。これは市の条例で定められています。
選挙で選ばれると４年間、市議会議員として活動ができます。

4年に１回選挙が行われ、次の選挙は令和９年４月の予定です。市議会議員を選ぶことが出来るの
は満１８歳からで、市議会議員になれるのは満２５歳からです。

議長・副議長
議長、副議長は市議会議員22人の中から、選挙をして1名ずつ選ばれます。
議長は、議会の代表として議場で行われる話し合いを進め、整理したりまとめたりします。副議長
は議長を補佐し、議長が病気や出張等で不在の際に議長の代わりに職務を行います。

会派
市議会では、同じ考え方や目標等を持つ議員が集まり、グループを作り活動しています。このグ
ループを会派と言います。
 

⑥　市議会議員とは　（ 2 ）

　

11

議員の仕事会期中の仕事 会期外の仕事

・本会議や所属する委員会に出席して、
話し合い、賛成するかしないかの意思表
示をします。また、自分が所属していない
委員会の話し合いを傍聴します。

・会派の控室などで、会議の準備のため
資料を整理したり、議会事務局職員と会
議の進め方などについて打ち合わせたり
します。

・同じ会派の議員が集まり、提出された
議題に賛成するかどうかなどについて話
し合います。

・市の仕事について、資料を調べたり、市の職
員の説明を聞いたりして勉強します。

・市の仕事をより良くするために、他の都市な
どに視察に行き、進んだ事例を勉強します。

・地元の住民の相談に乗ったり、団体（自治会
や商工会議所など）からの要望を聞いたりしま
す。

・市の問題を解決するために、国や茨城県に
要望活動をします。

・市民の人たちに報告会を開いたり、新聞を発
行し議会の活動を報告します。
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２．石岡市議会の概要

１2

①　石岡市の議員の定数

　条例定数　　２２人

　現員数　　　　２１人（令和7　年1月２8日現在）

　令和５年５月１日 ～ 令和９年４月３０日

議員定数

議員任期

１3
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②　議会構成

　

石岡市議会

常任委員会

総務企画委員会

（定員８人）

文教厚生委員会

（定員７人）

産業建設委員会

（定員７人）

議会運営委員会

（定員７人）

特別委員会

協議等の場

全員協議会

議会広報委員会

１4

③　委員会構成（総務企画委員会）

総合計画、行財政改革の実施状況など企画に関することや税
金に関すること、市の人事制度、防災、消防行政に関すること
などについて、調査・審査を行います。

・市長公室、総務部、財務部、会計課、消防本部、八郷総合支所の所管に

  属する事項、他の所管に属さない事項の調査・審査を行います。　　

１5
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③　委員会構成（文教厚生委員会）

小中学校に関することや文化振興、子どもやお年寄りの福祉に関
することなどについて、調査・審査を行います。

・福祉部、子育て健康部及び教育委員会事務局の所管に属する事項の

  調査・審査を行います。　　

１6

③　委員会構成（産業建設委員会）

農業や商工業の振興、道路や上下水道、公園などの整備、都
市計画、市営住宅の管理運営、環境問題に関することなどに
ついて、調査・審査を行います。

・市長直轄組織、生活環境部、産業戦略部、都市建設部及び農業委員会

　事務局の所管に属する事項の調査・審査を行います。　　

１7

14



③　委員会構成（議会運営委員会）

円滑な議会運営のため、議会運営に関するあらゆることについて
協議し、意見調整を図る場として設置された委員会。

　 議会の運営に関することや議会の会議規則・委員会条例等に関す
ること、議長の諮問に関することについて協議を行います。

　　

１8

③　委員会構成（特別委員会）　

特定事件を審査するために設置する委員会

　

　・予算特別委員会

　・決算特別委員会

　・市有公共用地貸借に関する調査特別委員会

　  　　

１9

15



④　協議等の場　

議案の審査または議会の運営に関し、協議や調
整を行うための場。会議規則に基づき設置され
ています。

　

　・全員協議会

　・議会広報委員会
　  　　

20

傍聴や中継を見ることが出来ます
• 会議の様子を見たり、聞いたりすることを傍聴と言います。
本会議や委員会が開かれる日に市役所3階の議会棟で傍聴することができます。
また、会議の様子や会議の記録は、ホームページや『いしおか議会だより』でも見ることができます。

ライブ中継

現在開催している本会議、特別委員会の様子を生の映像で見ることができます。（開催していない場合があります。）

録画配信

これまでに開催した本会議、特別委員会の様子を録画映像で見ることができます。

 

21
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石岡市議会 総務企画委員会

委員長

櫻井 茂
副委員長

鈴木 康仁

委員

菱沼 和幸
委員

池田 正文
委員

谷田川 泰
委員

飯村 一夫
委員

鈴木 将史

　審査等を行う範囲は、市長公室，総務部，財務部，会計課，消防本部及
び八郷総合支所の所管に属する事項並びに他の所管に属さない事項。
　執行部から出される提案や報告に対して、質疑・意見等を述べ、市の重
要事項に関しては可否の判断を行う。

総務企画委員会の役割

・石岡市総合計画の進捗について
・つくばエクスプレス延伸推進について
・行政評価について
・男女共同参画について
・人口減少対策について
・行財政改革について
・民間手法の導入について
・文書の管理について
・人事管理評価制度について
・職員研修について
・事務の管理及び改善について
・防災について
・入札、契約制度について

・デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）
　の確立について
・市庁舎維持管理について
・石岡市ふるさと応援寄附金について
・市税及び滞納対策について
・八郷総合支所複合施設の管理について
・消防、救急について
・会計課の諸事務について
・監査委員事務局の諸事務について
・総務企画委員会所管の審議会、協議会等の開催
状況及び内容について
・他の常任委員会に属さない事項
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総務企画委員会 報告案件

　　　ふるさと納税について

１．ふるさと納税とは

２．市議会からの意見・提言

３．石岡市の取組み改善

４．財源としてのふるさと納税

１．ふるさと納税とは（１）

★寄付者から見た視点
　ふるさと納税とは、自分の故郷や応援したい自治体に寄付ができる制度で
す。自治体の取り組むまちづくりや復興支援などさまざまな課題に対して、
あなたが寄付金の使い道を指定できます。
 寄付をした地域の名産品等が返礼品としてお得に手に入る制度です。

★自治体から見た視点（寄付を受ける）
　地方自治体の経営は、人口減少等により年々厳しさを増しています。
財源不足は、国の補助制度や地方交付税制度で支援されていますが、寄付額
の増加は財源確保に大きな力となります。

★自治体から見た視点（寄付者の居住地）
　寄付者は、寄付額に応じて地方税から税額控除の特典を受けるため、寄付
者が住所を有する自治体は、地方税の徴収額が減ります。そのため財政運営
を考慮する必要があります。
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１．ふるさと納税とは（２）

ふるさと納税をする
例：50,000円を寄付

応援したい
自治体

返礼品をもらう
15,000円相当（寄付額の30％）

税金が戻ってくる
48,000円（税金の還付・控除）

居住している
自治体

寄付者

★申込みサイトを増やすべき

★寄付の目標設定を

★人・資金・商品開発等を
戦略的に進めるべき

・一般質問

・予算特別委員会

・決算特別委員会

・常任委員会

　の際に質問や意見具申を

　各議員が行っている。

★寄付額を増やす取組みは

２．議会からの意見・提言（１）

★返礼品紹介ページの充実を
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年度 寄附額(千円）

H20 90

H21 40

H22 10,150

H23 1,229

H24 798

H25 35,301

H26 229,656

H27 285,625

H28 374,265

H29 248,795

H30 123,111

R元 153,144

R２ 162,710

R３ 166,265

R４ 144,029

R５ 97,176

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５

石岡市のふるさと納税額の変遷

石岡市 境町 守谷市 全国

ふるさとチョイス

さとふる

県１位

県１位

県１位

県３位

県６位

県８位

県14位

県13位

県19位

県21位

県27位

県37位

県35位

県39位

県17位

県20位

２．議会からの意見・提言（２）

２．議会からの意見・提言（３）

令和5年7月に福岡県飯塚市を委員会視察
人口　124,962人（令和5年12月現在）
令和4年度予算規模　874億2,800万円
ふるさと納税福岡県内3年連続1位
同　令和4年度日本全国 8位
同　令和5年度見込み100億円

H30　R1　R2　R3　R4　R5

43.8

21.626.8

65.6

105.1
90.9

★申し込みサイトを積極的に活用

すべき

何故なら、成功報酬の手数料が高

く利益が出なくても、「無料で商

品と市の宣伝をしてくれる」

★返礼品の写真や説明、紹介ペー

ジのレイアウト調整をする中間業

者を活用して、見栄え・競争力の

ある返礼品紹介をしていかないと

勝ち残れない。

★寄付者の殆どが首都圏。送料を

考えると石岡市は有利。

飯塚市の寄付額
（単位：億円）
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２．議会からの意見・提言（４）

ふるさと納税寄付者居住地（県別集計）
Ｒ４年度 件　数 割　合

東京都 2,438 24.4％

神奈川県 1,169 11.7％

千葉県 772 7.7％

埼玉県 762 7.6％

大阪府 705 7.1％

愛知県 645 6.5％

茨城県 606 6.1％

兵庫県 395 4.0％

北海道 224 2.2％

福岡県 209 2.1％

合　計 9,985

Ｒ５年度 件　数 割　合

東京都 1,754 24.1％

神奈川県 850 11.1％

千葉県 553 7.6％

埼玉県 530 7.3％

愛知県 492 6.8％

茨城県 482 6.6％

大阪府 476 6.5％

兵庫県 290 4.0％

北海道 186 2.6％

福岡県 171 2.3％

合　計 7,288

Ｒ６年度 件　数 割　合

東京都 961 26.3％

神奈川県 399 10.9％

千葉県 298 8.2％

埼玉県 277 7.6％

茨城県 271 7.4％

愛知県 250 6.8％

大阪府 214 5.9％

兵庫県 131 3.6％

北海道 106 2.9％

福岡県 72 2.0％

合　計 3,652

（令和6年度は4月から12月分）

〇令和６年８月まで（４サイトで運営）
〇令和６年９月以降（５サイト追加）これまで石岡市では、４つの

ポータルサイトの運営により、
寄附受付を行っていた。

中間事業者の導入により、当
市の返礼品を選択してもらえ
るよう、効果的な写真の掲載
や、受付窓口を増やすことに
より、多くの方に石岡市を
知ってもらい、選択していた
だけるよう改善を図った。

※令和6年12月末現在
　　９つのサイトで寄附受付

３．石岡市の取組み改善（１）

➊ポータルサイトの追加
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改善前（下記の返礼品は、加工準備中のものです） 改善後

改善前 改善後

写真 職員または事業者が撮影した写真をそ
のまま掲載

専門のスタッフが撮影した写真や、文字入れなど
の加工を行った。

商品名 商品名をそのまま掲載 商品名のほかに関連ワードを追加し、検索されや
すいよう対策を行った。

３．石岡市の取組み改善（２）

➋中間事業者導入等による改善

写真の比較①　シャインマスカット

加工前 加工後

　加工前 　加工後

　　職員が過去に撮影した写真をずっと
　　使いまわしていた。

　　フリー素材を活用し、しずる感を感じ
　　られるようにしたほか、名称、容量を
　　わかりやすく掲載。
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写真の比較②　コシヒカリ

　加工前 　加工後

　　袋入りの米を職員が撮影し、
　　　　　　　　　　　　そのまま掲載。

　　フリー素材を活用し、ご飯の温かさを
　　感じられるようにしたほか、名称を
　　わかりやすく掲載。

加工前 加工後

①年末の駆込み寄附を見込み、先行予約の受付時期を前倒した。

②年末の駆込み寄附を見込み、先行予約商品を増やした。

③提供価格や配送料の見直しなどにより、寄附金額の上昇を抑えた。

年　　度 受　付　数

令和５年度 先行予約を含め１０８件

令和６年度 ３３件

令和７年度分先行予約 11月中旬開始12/24現在３０８件

＜ある事業者の例＞

３．石岡市の取組み改善（３）

➌返礼品数の充実
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カテゴリ別集計（令和５年度）　

　

順位 カテゴリ 件数 比率

1位 果物・野菜 1,057件 63.0％

2位 米 187件 11.1％

3位 加工品 120件 7.2％

4位 肉 100件 6.0％

5位 工芸品 94件 5.6％

6位 未分類 73件 4.4％

7位 酒 30件 1.8％

8位 体験 12件 0.7％

9位 菓子 5件 0.3％

３．石岡市の取組み改善（４）

❹選ばれる返礼品の内容
　寄付者が希望する返礼品の動向をみると、果物・

野菜が全体の約63％を占めており、年間を通じて

様々な果物や農産物を収穫できる地域特性が反映し

ている。一方、年によっては不作の場合もあるため、

供給数に影響が出ることもある。

　今後、石岡市の地場産品などを活かした加工品や、

工業製品など、安定生産できる品を返礼品として確

保する必要がある。

※加工品：佃煮、ヨーグルト、チーズ、味噌など

※未分類：チョイスペイ（地域内で使用できる電子マ

ネー）、空き家見守りサービス、

メダカ（返礼品登録時にカテゴリを選択しなかったもの）

• 酒粕マドレーヌ

• 石岡市内のバス停丸板

　酒粕マドレーヌは、石岡商業高校の生徒たちによって発案
され、フレーバーの決め手である酒粕は、石岡の銘酒「白
菊」（廣瀬商店）を使用し、合作により製品が誕生。
※令和５年度、６年度申込なし。
　令和５年度の石岡市の「菓子類」の寄附は５件0.3％と多
くはない。ふるさと納税の「菓子類」のトレンドとしては、
有名店や有名パティシエの菓子、「白い恋人」などの全国的
に知られる銘菓に寄附が集まる傾向があるため、同商品を広
めるためには同校OBや関係者などへSNS等を活用し、積極的
にＰＲしていく必要がある。

　廃止となったバス停や古くなったバス停の丸板（石岡市内
のバス停で実際に使用されていたもの）。
　調べられる範囲においては、全国で唯一の出品。
JRの駅名標や市営バスのつり革など、鉄道・バスグッズは
マニアに人気があり、当返礼品も３枚の申し込みがあった。

３．石岡市の取組み改善（５）

❺石岡市独自の返礼品
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寄附金額の推移（前年比較）

令和５年度 令和６年度

寄附金額 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

令和５年度 8,553 10,506 8,993 8,443 7,453 12,337 3,681 4,780 17,707 4,192 4,601　5,830 97,076

令和６年度 3,205 4,344 4,179 5,238 3,194 3,250 4,312 8,994 28,858　 　 　 65,574

　令和６年度上期は、令和5年10月に総務省
の基準が見直され、寄附額に対する経費率が
50％以内に厳格化されたため、石岡市におい
ては、返礼割合を低く設定したことにより、
他自治体と比べ、寄附が集まらない状況で
あった。

　９月以降、ポータルサイトの追加、視覚的
魅力度向上、閲覧向上、返礼品の充実などの
対策を行い、月別比較においては、10月から
増加傾向に転じている。今後の寄付額の伸び
に注視する必要がある。

単位：千円

３．石岡市の取組み改善（６）

❻寄付の状況（速報値）

４．財源としてのふるさと納税（１）

ふるさと納税（収入）の充当事業

市長公約・リーディングプロジェクト名 基本施策（分類） 金　額 主な充当事業

輝く「魅力向上」プロジェクト 魅力の活用・創出 29,334
ふれあいまつり委託
ハーフマラソン大会委託

輝く「まち」プロジェクト 生活環境の向上 17,002
地球温暖化対策計画策定
高浜駅周辺整備方針委託

輝く「ひと」プロジェクト
保健・医療対策の充実 7,710 プラチナ応援、小児科休日診療

出産・子育て環境の充実 32,035
ランドセル、通勤通学特急券
赤ちゃんクーポン、産婦健診

輝く「暮らし」プロジェクト
活躍できる地域社会の構築 8,598 コミュニティ活動補助金

持続可能な産業振興 33,901 石岡駅装飾、工業用地開発調査

「チャレンジする市役所」
　　　　　　　　プロジェクト

マネジメント体制の強化 14,453
全庁業務分析支援委託
ふるさと応援寄付事務費

合　　　　　計 143,033

令和４年度寄付受入額分を令和５年度事業経費に充当したもの （単位：千円）
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ふるさと納税の収支（令和５年度ベース）

順位 自治体名 収支 寄付額 総費用 控除額

1 紋別市 97.0 192.1 94.7 0.4

2 都城市 95.8 193.8 95.4 2.6

3 泉佐野市 86.4 175.1 85.4 3.3

4 白糠町 83.9 167.8 83.8 0.1

5 別海町 69.9 139.0 68.8 0.3

7 飯塚市 50.3　 106.9 53.3 3.4

7 境町 50.3 99.4 48.8 0.3

23 守谷市 30.5 69.0 34.1 4.4

順位 自治体名 収支 寄付額 総費用 控除額

1 横浜市 -298.1 11.9 5.3 304.7

2 大阪市 -157.1 16.1 0.5 166.6

3 川崎市 -124.3 16.1 4.6 135.8

4 名古屋市 -111.2 117.1 51.8 176.5

5 世田谷区 -108.5 3.2 1.4 110.3

70 つくば市 -13.2　 2.0 0.9 14.3

109 水戸市 -6.8 3.4 1.6 8.6

－ 石岡市 0 1.0 0.5 0.5

収支が黒字の自治体（単位：億円） 収支が赤字の自治体（単位：億円）

４．財源としてのふるさと納税（２）

※総費用は寄付額の50％以内に抑えなければならない
※返礼品は地元で生産加工等が行われている必要がある。
※返礼品の取得価格は寄付額の30％以内にしなければならない

以上で
石岡市議会総務企画委員会
「ふるさと納税について」
の報告を終えます。

ありがとうございました。
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文教厚生委員会

委 員 長　岡野孝男

副委員長　玉造由美

委　　員　村上泰道　小松豊正

　　　　　勝村孝行　中根淳一

　　　　　富田雅史　　

第９回議会報告会
常任委員会活動報告

１

文教厚生委員会　委員構成

 [委員長]
岡野　孝男

[副委員長]
玉造　由美

　[委員]
村上　泰道

　[委員]
小松　豊正

　[委員]
勝村　孝行

　[委員]
中根　淳一

　[委員]
富田　雅史

２
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文教厚生委員会の調査・審査範囲

保健福祉部 教育委員会

市内小中学校、文化振興、健康増進、子どもやお年寄りの福祉に関すること
などについて調査・審査しています。

こども未来課

社会福祉課

高齢福祉課

健康増進課

人権推進室

地域包括支援センター

ふれあいの里石岡ひまわりの館

児童館・児童センター

市立保育所

地域医療対策室

石岡・八郷保健センター

文化振興課

教育総務課

生涯学習課

学校給食課

学校再編推進室

中央図書館

府中・東・城南・府中地区公民館

石岡運動公園・八郷総合運動公園

石岡・八郷給食センター

中央公民館

スポーツ振興課

３

介護保険課

子育て健康部

子育て応援課

こども家庭センター

学校教育課

新しい保健センターについて
～石岡市総合保健センター（仮称）～

４
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現在の石岡・八郷保健センターの概要
概要 石岡保健センター 八郷保健センター

所在地 石岡市杉並２－１－１ 石岡市柿岡２７５０

延床面積 2,125.79㎡ 1,743.28㎡

建築年度 昭和５４年度 平成８年度

構造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造

現状

・冷暖房機能の著しい低下により、
　建物全体をカバーできていない
・大雨時に雨漏りが発生。健診会
　場にも使用している１階会議室
　の状況が特に悪化

・給水ポンプの機能低下
・大雨時に玄関周り等で雨漏り発生

▲石岡保健センター ▲八郷保健センター ５

第２回委員会（令和３年５月２０日）

●複合文化施設のコンセプトである「他市からの集客、交流、
　にぎわい等」と、市民を対象とする保健センターの方向性が
　異なることから、複合文化施設の構想から外れることとなっ
　た旨の報告

第５回委員会（令和３年９月１０日）

●将来人口の減少や高齢人口の増加を見据え、保健センターの
　機能強化や財政負担の軽減を図るため、
　石岡・八郷の両保健センターの統合集約化を目指す方向で
　改めて検討していく旨の報告

第１２回委員会（令和４年３月１１日）

●統合に当たっての基本的な考え方、理念をまとめた
　「石岡市総合保健センター（仮称）基本構想（案）」
　について説明を受ける

第４回委員会（令和２年９月１１日）

●石岡保健センターが複合施設検討プロジェクトチーム
　へ加わり、機能複合化への検討を開始

第６回委員会（令和２年１２月１１日）

●民間事業者からの声の内容の研究、市民や議会からの
　意見、意向調査などからくみ取れるニーズを踏まえつ
　つ、複合文化施設の中身を整理

第１１回委員会（令和３年３月１２日）

●文化施設整備事業における機能複合化の是非について、
　令和３年６月までに方向性の判断ができるよう検討を
　進めていく旨の報告

委員会における経過（令和２年度～令和３年度）
令和２年度 令和３年度

６
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●基本構想（案）へのパブリックコメントの結果報告
●保健センターに含める機能の検討状況や、建設スケ
　ジュール（令和７年度竣工）について説明を受ける

第４回委員会（令和４年７月１５日）

第９回委員会（令和４年１２月９日）

●他市町村の事例の調査結果について報告
●「専門的な事項について、関係各課や団体との調整
　に時間を要する」として、建設スケジュールが第４
　回委員会で示されたスケジュールから１年程度遅れ
　る旨の報告

第５回委員会（令和５年９月８日）

●必要機能及び面積の検討、建設候補地の選定等を行い、
　「石岡市総合保健センター（仮称）基本計画」を令和５年度中に
　策定する旨の報告

第７回委員会（令和５年１１月９日）

●「石岡市総合保健センター（仮称）基本計画（案）」が示される

第９回委員会（令和６年１月１２日）

●文教厚生委員会や石岡市健康づくり推進協議会などでの意見を踏
　まえ、平屋（１階建て）で整備する方向で、施設配置も含めて検
　討する旨の報告

委員会における経過（令和４年度～令和５年度）
令和４年度 令和５年度

７

●平屋への変更により必要な敷地面積を確保するための検討状況に
　ついて、ふれあいの里南側の用地は既に民間業者への売却手続が
　進んでいたため取得を断念し、北側の用地取得に向け調査を進め
　ていく旨の報告

第１０回委員会（令和６年２月９日）

委員会における経過（令和６年度）

第２回委員会（令和６年６月１７日）

●議会へ提出された「保健センター建て替えに関する陳
　情」を審査。保健センターを石岡・八郷両地区にそれ
　ぞれ整備することを求める内容で、審査の結果、委員
　会として「不採択とすべきもの」との結論を出す
●ふれあいの里北側の雑木林の用地取得交渉が金額面で
　折り合いがつかず交渉終了となり、同じく北側の梨畑
　を中心とする一帯を候補地とする旨の報告

第４回委員会（令和６年９月６  日）

●建物を平屋へ変更したことなどを反映した、
　「石岡市総合保健センター（仮称）基本計画（案）」
　の修正案が示される

８

第６回委員会（令和６年１２月１３日）

●ふれあいの里北側の梨畑エリアの用地購入費用及び補
　償費用が計上された補正予算を審査し、委員会として
　「原案可決すべきもの」との結論を出す
●用地の測量・調査及び補償算定を進めていることや、
　道路の拡張を含めた予定地の整備内訳について報告
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市執行部による現在の検討状況（場所）

施設名称 石岡市総合保健センター（仮称）

整備予定地 石岡市大砂１０５２８番地９　外
※市の東西中央部に位置し、一帯が
　市の福祉ゾーンとなっていること
　を考慮し選定

敷地面積 約８，５００㎡

建築予定面積 3，000㎡程度

延床面積
（予定）

2，400㎡程度　
平屋建て

※石岡市総合保健センター（仮称）基本計画より抜粋

９

候補地選定までの経過（委員会資料より）

１０
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市執行部による現在の検討状況（機能）

１１

※石岡市総合保健センター（仮称）
　基本計画より抜粋

委員会による先進事例調査
保健センター整備の参考とするため、
群馬県富岡市への管外調査を実施（令和５年７月）

▲富岡市子育て健康プラザ（令和５年５月業務開始）

▲富岡市職員の方から説明を受け、健診スペース等の施設内機能を見学 １２
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委員会における質疑応答

Q．

現在、ふれあいの里への交通手段
として、車以外ではいくつぐらい
あるのか？

公共機関としてバス路線の停留所
があるが、平日のみで１日２本と
なっており、利便性としてはかな
り厳しい。そのほかとしては、乗
り合いタクシーの活用を求めてい
くしかない状況である。

建物の状況などを考慮すると、
石岡保健センターについては解体
の方向だが、八郷保健センターに
ついては、活用方法や、解体する
かどうかというところを並行して
検討を進めていきたい。

市道は都市建設部が担当となる。
具体的に事業が進んでくる見通し
が立ったら、改めて担当課とも拡
張について協議していきたいが、
まずは土地の購入を優先して進め
たい。

八郷保健センターはまだまだ使っ
ていけると思うが、総合保健セン
ターを造った場合、解体する意向
なのか？

ふれあいの里北側用地の脇の細い
道を使えるようにするとの説明が
以前あったが、変わりないか？

Q． Q．

A． A． A．

１３

その後、八郷保健センターの土地
建物を一体的に譲渡する方針が基
本計画に盛り込まれた

整備に向けた今後のスケジュール（予定）

令和６年度 令和７～８年度

　●用地測量
　●用地取得交渉

　 ●設計
　 ●建設工事

令和９年４月
オープン

１４
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産業建設委員会 委員構成（ ７名 ）

岡野　孝雄 川井　幸一 鈴木　行雄 高野　　要

山本　　進関口　忠男 新田　　茜

委員長 副委員長

当委員会が
　　　主に行うこと

農業や商工業の振興，道路や上下水道，

公園の整備，都市計画，市営住宅の

管理運営，協働のまちづくり，環境問題

などについて調査・審査します。 

  < 所管事項 >

市長直轄組織

生活環境部

産業戦略部

都市建設部

農業委員会事務局

所管に属する事項 
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②石岡セレクト認証事業

令和６年度　産業建設委員会報告事項

　石岡市商工観光事業について

①いばらきフラワーパーク整備事業

①いばらきフラワーパークについて

令和2年度に茨城県による
フラワーパークの大規模
リニューアルに合わせ一
体的な再整備を行い、滞
在型観光の拠点とするこ
とで、周辺地域と一体と
なった周遊観光ルートを
形成し、旅行者の消費行
動に繋げられるような仕
組みを構築しました。
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①いばらきフラワーパーク整備事業　⑴
　　これまでの委員会審査の主な経過 ▼

●令和2年3月・5月・8月・12月

◽　 リニューアルについて

◽　 フラワーパーク駐車場整備について

◽　 フラワーパーク条例改正について

　　　　　　　　　　　　　　　　など
●令和4年2月・3月・4月・6月
　　　　　8月・10月・11月

◽　 茨城県緊急事態宣言における休園について

◽　 フラワーパーク負担金について

◽　 市道改良工事の請願について

◽　 観光案内所等の整備について　など

●令和3年3月・4月・5月・6月・9月・10月・12月

◽　 現地調査の実施について

◽　 臭気調査について

◽　 リニューアル後の来場者数について

◽　 冬季イルミネーションについて　　　など

●令和5年3月・6月・9月・11月・12月

◽　 茨城県フラワーパーク条例改正について

◽　 フラワーパーク駐車場整備について

◽　 指定管理者の指定について

◽　 施設整備基金について　　　　など

●令和6年2月・3月・5月・8月・9月・11月・12月

◽　 駐車場整備について

◽　 冬季イルミネーションについて

◽　 新設駐車場の土地取得について　　など

令和6年▶▶

フラワーパーク整備・運営についての調査における委員会審査 ▽

フラワーパーク整備・運営について・・・

令和2年度に大規模リニューアルがなされ、その後の来場者数などの状況や
運営についての説明がなされた。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

来場者数の増加による近隣道路の渋滞についてどのような対策を行うのか。

渋滞調査を実施、道路表記の見直し含め、県との協議を行い対応していく。

来場者によるアンケートについては、実際に訪れた方々からの意見であり今後の運
営の参考となる部分が非常に多い事から、重要な資料となるので工夫をすべき。

アンケート調査は非常に重要なものと捉えているので、回答数を増やせるようアン
ケート設置場所、手法等含め工夫をしていきたい。

特に花々のシーズン時やイルミネーション開催時など渋滞が目立っている、駐車場
不足も要因と考えられる、その後の進捗についていかがか。

仮設駐車場の整備により多少緩和はされたが、渋滞は続いている状況のため、新た
に駐車場を整備していく。

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
審
査
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
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令和7年1月現在

年度 平成30年度 平成31年度 R2年度 R3年度 R4年度 令和5年度

来場者数 215,915人 200,001人 18,921人 213,595人 252,245人 240,521人

※コロナ禍の緊急事態宣言等による休園、
リニューアル工事期間なども影響あり。

来場者数の推移

石岡市内にはフラワー
パーク以外にも様々な観
光施設があります。
フラワーパークについて
はリニューアル後に委託
契約のシステムを変更し
たことで、予算について
はリニューアル前よりも
大きく減額しています。

恋瀬川サイク
リングマップ

フラワーパーク含む観光ス
ポットをサイクリングで回
るマップもあります。

観光施設が点在しているこ
とで車での移動が多く見ら
れますが、サイクリングで
回ることで自然豊かな風景
を楽しむ事ができ、新たな
発見があったり、渋滞等の
回避にもつながりますので、
サイクリング周遊オススメ
です♪
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②石岡セレクト認証事業について

石岡セレクトとは、令和2年にス
タートした地域経済の活性化と市
の魅力発信を目的として、市の特
産物や土産品、伝統工芸品といっ
た産品の中から、特に優れた産品
を認証する事業です。
令和2年度から令和5年度までに
43品を認証しています。
※ 認証ロゴマークは、関東三大祭りの一つとして有名な、
常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつり）の出し物である
「幌獅子」の獅子頭からデザインしたものです。

②石岡セレクト認証事業　⑴

　　これまでの委員会審査の主な経過 ▼

●令和2年4月・8月・12月

◽　 認証品及び認証ロゴマークについて

◽　 認証品の募集について　　　など

●令和3年2月・7月・11月・12月

◽　 認証品の販売会について

◽　 認証品の結果について　　　など

●令和4年2月・3月・4月・8月・12月

◽　 認証品の販売会について

◽　 募集と結果について　　　　など

●令和5年2月・3月・6月

◽　 認証品の販売会について

◽　 認証品のPR活動について　　など

令和6年▼

●令和6年2月・12月

◽　 認証品について

◽　 認証商品結果について　　など
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石岡セレクト認証事業について・・・

地域経済の活性化と市の魅力発信を目的とし、認証品や事業自体のPRも兼
ねた販売会等の実施の説明がなされた。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

現段階におけるこの事業の成果をどのように見ているのか。

販売会の実施やPR活動により市内、市外、県外に向けた発信を行っている。

販売会やPR活動の実績、実施の結果はいかがだったか。

販売会の来場者の増加や認証品の売上も好評であったとの報告があった。更にPRパ
ンフレットや備品も作成もし更なるアピールを実施している。

石岡セレクト認証として承認された品をふるさと納税の返礼品として追加すべき。

既に返礼品として登録している商品もあるが、担当課と連携しながら増やして
いけるよう努力していく。

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
審
査
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

石岡セレクト認証事業についての調査における委員会審査 ▽

初年度
費用

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

石岡セレクト
認証事業費

887,530円 514,420円 457,400円 395,800円
780,000円
（予算）

令和5年11月13日資料

令和7年1月現在

令和6年12月　第6回産業建設委員会調査 ▽

令和3年度認証品の承認期
限が今年度で認証後3年間
であるため、更新のため
の再度申請・審査を経て

5品の更新が決定しました

令和6年10月に石岡セレクト運営委員会（学識経験者やバイヤー、イン
バウンド、金融関係など多岐にわたる地域ブランドへの見識を持つ方に
より構成）での審査を経て、新規認証品3品を選定し、11月にセレクト
認証式を開催し、新規認定事業者へ認定書が交付されました。
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ふるさと納税の返礼品として登録されている石岡セレクト認証品は

現在 返礼品総数　407 品目中　71 品目

Pickup‼ �

ご清聴ありがとうございました

産業建設委員会
報告は以上となります
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●第一部「議会を知ろう」時の質疑・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生

徒 
会派はいくつありますか？ 

議

員 

６会派あります。１人会派もあります。自治体ごとにルールがあって、複

数でないと会派を認めないところもあるのですが、石岡市の場合は１人で

も、政策集団という範囲として扱っています。 

生

徒 
１人会派はどうですか？ 

議

員 

１人は自由です。でもその代わりちょっと寂しいです。 

人数が多いと、何かをやろうというエネルギーはありますが、その意思決

定する過程には時間がかかります。だから、人数多い少ないっていうのは、

それぞれメリット・デメリットがあります。 

生

徒 
議員の仕事以外に仕事をしていますか？ 

議

員 

農業をやってる議員もいるし、専業でそれに取り組んでる方もいるし、兼

業が駄目ではないのです。 

市議会議員というのは、国会議員も駄目じゃないけれどきちんと届けてく

ださいということになってるので、他の仕事をしながら、議員と、こちらも

やっているという人もいます。 

Ⅲ．質疑応答・意見交換について 
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●第二部 各常任委員会時の質疑・意見交換 

 

 

 

総務企画委員会 

生

徒 

酒粕マドレーヌがふるさと納税の返礼品として使われていると思います

が、授業の一環で、私たちは商品開発の授業でレトルトカレーを考えまし

た。石岡市の特産品である早秋柿と味噌を使った柿味噌カレーというカレー

を考案したところ、プレゼンをし、出資者の方から選ばれたので、もう既に

1,500食製造することが決まっています。 

 これから、現２年生が柿味噌カレーの販路を拡大していく予定で、石岡市

のふるさと納税に申請していくことを予定しています。 

委

員 

石岡市は非常にコマーシャルが下手なのです。お肉にしてもお酒にして

も、非常に品質のいいものを生産されてます。この柿味噌カレーは、石岡の

柿とお味噌を使って風味を出したり、いろいろ健康的な点を含めて、検討さ

れた結果として作られたと思いますが、ユーザーである購入者の方に、自分

たちの思いが伝わるように、そして、おいしいんですよとか、健康的にもい

いんですよというアピールする部分も考えていただき、ぜひ市のほうに申し

込んでいただきたいと思います。 

生

徒 

新たな返礼品として、市内で日本ナショナル製罐の工場が缶の製造してい

るので、生ビールの詰め合わせを返礼品にしたり、プラス、セットで生ビー

ルに合うおつまみとか、常陸野ハム工房が市内にあるので、そことコラボし

て、返礼品を出していただけたらと思います。 

委

員 

執行部にこのような意見が出たということで、マッチングさせればいいん

じゃないかと思います。 

例えばハムを使う場合、どういうふうにしたら喜んで食べてもらえるかを

考え、何と何を使ってこういうものを作ったとか、試食会をやってみたりと

かすると面白いと思います。 

生

徒 

酒粕マドレーヌの返礼品のページのところで、石岡商業の生徒が考案した

ことは書いてありますか。 

委

員 

「石岡商業高校の生徒が発案し、（後略）」との記載はありますが、もう

少し上手にページを作ったり、インパクトのある宣伝の仕方が必要だと思い

ます。一体どういうふうに作ったのか、そういうことを入れることで、気持

ちが相手に伝わると思います。 
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文教厚生委員会 

生

徒 

未来の健康づくりに向けたアクションプランとして、石岡ハーフマラソン

完走プロジェクトを提案します。 

石岡ハーフマラソン完走教室を開くなど、その他のスポーツ等の活動教室

の開設をしてほしいと思います。スポーツを続けるためのきっかけは、その

活動の中での充実感や達成感だと思います。やってみたいけど、始め方がわ

からないという子とか、自信がない人も多いのではないかと思ったため、そ

ういう教室があると、すごくいいのかなと思います。 

委

員 

畑仕事などが特にそうですが、体を動かして生活してきた人は、高齢にな

っても体の動きが違うし、長生きします。面白い提案だと思います。 

生

徒 

市内に高校生でも気軽に利用できるトレーニング施設があると嬉しいで

す。お金を取らないで、もっとみんなが気軽に何か、体を動かせる施設があ

ったらいいです。 

委

員 

公共施設では、いずれも有料ですが、八郷総合運動公園、みらい交流館な

どにもトレーニング施設があります。 

トレーニング機材や施設を整備するにはお金がかかり、安全に運営するた

めには人による管理（人件費）も必要で、それを無料で使えるようにするの

がよいのかという点は議論しなければいけないテーマです。無料で使えるの

は理想ですが、現実的にはこうだという議論を経て、どこかに作るとなった

時にはもしかしたら有料になってしまうかもしれません。 

生

徒 

休日に幼児を預けられる施設を開設して、そこに高校生のボランティアを

活用できる施設を提案します。共働き家族の持つ悩みに、自分の時間が取れ

ない時などがあって、心身ともに疲れている状態を解消できるといいです。

幼稚園とか保育園に行く前の小さい子を持つ共働きのおうちの方が、休める

環境を作ったらいいと思います。 

委

員 

地域の保育園や幼稚園では、母親が孤立しないように「子育て支援センタ

ー」の役割があり、平日に行って先生に相談したり同じ環境の母親たちと話

をして、悩みを相談できるようにという仕組みがありますが、共働きだと時

間的な問題もあり、難しい状況です。また、ボランティアとなると、安全性

や責任の面で課題があると思います。提案されたような仕組みを保育園・幼

稚園の機能として少しずつ持たせるようにすれば、変わってくるかもしれま

せん。 

完全な回答にはならないかもしれませんが、共働き家庭への支援は行政も

やっているので、行政がやっていることを調べて、自分が考えていることに

近い制度があるかどうか興味を持って調べてみてもらえたらと思います。 
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産業建設委員会 

生

徒 

フラワーパークについて冬のイルミネーション以外に他の季節にも魅力的

な催しがあると良い。 

委

員 

イルミネーションがある冬以外にも、季節のトレンドとなる花々をアピー

ルするための企画も開催されています。 

生

徒 
パーク内に子供達が遊べるスペースがもっとあると良い。 

委

員 

木を使用したブランコや、リニューアル前から人気のあるスポーツスライ

ドがあり、昨年 10月に修繕され復活しています。 

生

徒 
高校生だけでフラワーパークに行くには交通手段がないのであると良い。 

委

員 

茨城 DCの際にはバスも出ていました。またグリーンスローモビリティな

どの活用も要望していきたいと考えます。 

生

徒 

フラワーパークのお土産屋さんには可愛いお土産がたくさんあったので、

もっと PR してほしい。 

委

員 

ハンドメイド商品、特徴的なお土産も多くあるので、PR強化してもらえる

よう要望していきたいと思います。同時に皆さんにも SNS等で発信していた

だきアピールして頂きたいと思います。 

生

徒 

パーク内に家族で訪れて楽しいと思えるアクティビティが充実すると良

い。 

委

員 

遊具や乗り物の他に、花やさと山では親子で楽しめるブッシュクラフト体

験もあります。 

生

徒 

セレクト認証品は、以前承認を受けた酒粕マドレーヌの他にも、柿を使用

したカレーを開発しています。 

委

員 

マドレーヌに続き、新たなセレクト認定商品となるよう、試食会など実施

し応援していきたいと思います。 

生

徒 

中町通りなど、人が歩いて居ない現状があり、寂しいと感じるので、お祭

りだけでなく人が増えるような取り組みをしてほしい。 

委

員 

市のイベントやまちかど情報センターの企画など開催したり、中心市街地

活性化事業などを行い活性化に繋げる取り組みは行なっていますが、周知が

弱い部分もあるので、もっと P R含め強化していきたいと思います。 

生

徒 

石岡駅周辺や通学路のゴミが多い、また歩道の狭さも感じます。 

委

員 

地域でのボランティア活動も行っていますが、個人のモラルの部分もある

ので、一人一人の意識を変えられるような取り組みを要望していきます。歩

道についても、道路状況にもよるが可能な限り危険箇所の解消につながるよ

う、担当に働きかけを行っていきたいと思います。 
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Ⅳ．アンケート調査結果 
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第 9 回 石岡市議会報告会アンケート結果（回答者数 33名）  
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Ⅴ．会場の様子（写真） 
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議会報告会は「開かれた議会」を目指し、市民の皆様との情報の共有化、さらに

は市民の皆様のご意見を議会活動に反映させることを目的として開催しておりま

す。課題として当市における年代別投票率につきましては、全国的傾向と同様若年

層の投票率は低くなっています。若年層の政治離れが明らかであり、若年層の選挙

啓発や主権者教育が求められております。 

主権者教育として、議員との交流を通し政治を身近に信頼感を醸成する取り組み

が挙げられます。議会が若い世代と意見を交わすことにより、今後の市政発展と議

会の活性化につながると考えております。 

 

（１）報告内容について 

 今年度の議会報告会は、当市議会初の試みとなる高校生を対象とした報告会であ

り、市内の高等学校の生徒に政治（議会・議員）を身近に感じてもらうとともに、

議員と若い世代が直接意見を交わすことにより、今後の市政発展と議会の活性化に

つなげていきたいとの思いから、開催の実現に至りました。 

 第１部は、議員による議会の紹介として二元代表制や議会制度・石岡市議会の概

要等について分かりやすく説明いたしました。第２部は、常任委員会単位で３グル

ープに分かれ、それぞれのテーマについての報告と意見交換を行いました。 

市議会における議会活動のほんの一部ではありますが、それぞれの委員会で真剣

な議論が行われていることを少しでもお伝えできればと考え、報告に際しまして

は、委員会が質疑や現地調査、先進地視察を通してどのように報告案件に関わって

きたのか分かるようにするなど工夫をいたしました。 

 

（２）これからの議会報告会について 

 本年度は、石岡商業高等学校にお声がけさせていただき議会報告会を実施いたし

ましたが、アンケート結果では、参加した９割以上の生徒から好意的な回答があ

り、参加議員からも好評でありました。 

次年度以降も、市内の高校を対象に実施する予定であります。主権者教育の一環

として、「議会報告会」という議会ならではのアプローチにより、政治（議会・議

員）を身近に感じてもらうとともに、議員と若い世代が直接意見を交わすことで、

今後の市政発展と議会の活性化につなげていきたいと考えております。 

 今後も改善を図りながら継続的に議会報告会を開催し、「開かれた議会」を目指

して邁進してまいります。 

 

令和７年３月 ７日 

 

石岡市議会議長 関 口 忠 男 

Ⅵ．総括 
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